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　最近開発 さ れ た特殊防 ダ ニ 布団 （TR 社）を，喘息児 とそ の 家族 （23組）に 普通 の 布団 （コ ン 1・ロ
ー

ル ）

と
一

緒 に約 2年間実際 に使用 し，布団の ダニ 数 と，ダ ニ 抗原量 （Der　l，　Der 〃）を測 定し そ の 効果 を検

討 した ，

　 1， 2年間，延 べ 124組 の 布団 の ダ ニ 数 の 結果 は，防ダ ニ 布団 は 平均 5，4匹 （SD ± 8．8＞で あ り，コ ン ト

ロ ー
ル 布団 の 70匹 （SD ± 99）に く らべ 約 1／10で あ り有意 に 少 な か っ た （ρ〈 0．OD1）．

　 2．ダ ニ の 追跡調査 を約 2 年間 （使用 後 3 ， 6， 9 ，12，2アカ月）お こ な っ た が ，い ず れ も，防 ダニ 布

団の ダ ニ 数 は コ ン トロ ール に 比 べ ，つ ね に 1／10か そ れ 以 下 で あ っ た （ρ＜ G．01＞．

　 3． 2年間 使用 した 布団 の 中綿 に つ い て Der ’と Der 〃 の ダ ニ 抗 原 量 を測 定 し た．防 ダ ニ 布団 の ダ ニ

抗 原 量 は コ ン トロ ール に 比 べ 平 均 で 約 1／24で あ っ た ．

　4．布団 た た きを L 空中 ダ ニ 抗原量 （Der　 l
，
　Der 〃）を測定 し た ．そ の 結果 ， 防ダ ニ 布団 と コ ン ト ロ ー

ル の ダ ニ 抗原量 の 比 は 1 ：22〜264で あ っ た，

　以上 の 結果 か ら，防 ダ ニ 布団 は普通 の 布団 に 比 べ ，ダ ニ の 繁 殖 を常 に 1／10か そ れ 以下 に 防 止 し， しか

も，布団の 中綿 と浮遊 す る ダニ 抗 原 量 は さ ら に 少 な い と い う結 果 で あ っ た．
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は じめ に

　 ダ ニ は，喘息D2 ），ア レ ル ギ
ー
鼻炎

3 ｝，ア トピ
ー
性皮膚

炎
4）
な ど の 原 因 抗原 と し て も っ と も重要な もの で あ

り，
こ れ らの 疾 患 の発症予防 や 治療 に は

， 家庭 内 の ダ

ニ の 駆除す な わ ち ダ ニ 抗原 の 除去 が大切で ある
5｝一’「e 》．

と くに
， 布団 な ど の 寝具 に i・X ダ ニ お よ び ダ ニ ア レ ル ゲ

ン が多 く
9 ）1°），布団 の 上 げ下げ の 時や 睡眠 中 に も高 い

空 中 ア レ ル ゲ ソ が 浮遊す る こ と が 明 ら か に な り
11 ）12 ），

ま た ， 患者 と接触す る 時間 も長 い の で そ の 影響 が 強 い

と考え られ る．し か し，実際に は寝具 の ダ ニ の 駆除は

容易で は な く， 布団 の場合 も天 日乾燥 の 効果 も十分 で

な い
L41
．機械式布団 丸 洗 い も業者 に よ っ て は ア レ ル ゲ
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ソ が十分除去 で きな い こ と もあ り
13 ｝，ま た ，そ の 後 の 管

理 が 悪 い と数 ヵ 月で ダ ニ が 増殖 し て し ま う
14 ）．

　殺虫剤 に よ る ダ ニ の 駆除は 人体 に 有害な 薬物が多

く，安全性 に 問題 がある ．臨床的 に 効果を期待 す る に

は
， ダニの 数 や ， ダ ニ 抗原 の 除去 を l／10以下 に す る こ

と が要求さ れ て お り
131
，外国で は布団 に プ ラ ス チ ッ ク

カ バ ーを す る 方法 が推奨さ れ て い る が 15）「6）
， 汗 を全 く

吸わ ず，寝返 りの 度に音がする な ど実用的で は な く，

現在 の と 二 ろ ，条件 を 満足す る 寝具 の 報告 は な い ．

　そ こ で
， わ れわれ は

， 最近 開発 され た ダ ニ が通過 し

に くい 側地 と ダ ＝ の 増殖防止加工 を施 こ し た 中綿 で 作

成 され た 特殊 防ダ ニ 布団 （東 レ 社）に着 目 した ．こ の

防 ダ ニ 布団 と通常 の 布団 （コ ン ト ロ
ー

ル ） を 喘息児 と

そ の 家族 に 約 2年間実際 に 使用 し
， 布団 の ダ ニ 数 を 算

定 し ， さらに ，Der ／，　Der ∬ な どの ダ ニ 抗原 の 測定

を 布 団 の 中綿 と布 団 か ら の 浮遊塵 に つ い て 実 施 し，ダ
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二 の 繁殖や ダ ニ 抗原 の 減少に有効 で あ る か検討 し た．

　そ の 結果，防 ダ ニ 布団 は コ ン ト ロ
ー

ル 布 団 に 比 較 し，
ダ ニ 数 と ダ ニ 抗原量 と もに 平均 1彑   以下 に 減少 し，約

2年間 の 調査 で もそ の効果が持続 し て い た ．

対象 と 方法

　 （1）対象

　 ア レ ル ギ
ー
外来の 小児喘息児 の 25家庭 に 布団 を配布

した が， うち 3 家庭が脱落 し，残 りの 22家庭 の 布団 に

つ い て 検討 し た ．患児 と そ の 兄弟姉妹19組 の ペ ア と患

児 の 両親 の 4 組 の ペ ア も含 み ，合計23組 の ペ ア で あ る．

布団 は 掛布団 と 敷布団 の 合計46組，92枚 で あ る．対象

者 の 年齢 に は コ ン ト ロ ール と 防 ダ ニ布団群 に 有意差 は

み られ な か っ た （Table　 1），

　 （2）防 ダ ニ 布 団の 特徴

　 1．側地

　 側地 は 高密度に織られ て お り，編 み 目は 約 100ミ ク ロ

ン に な っ て お り200〜300ミ ク ロ ン の 成 ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ の

侵 入 を防 ぐ こ とが で きる．

　 2．」F綿
　中綿 に つ い て は ，そ の 繊維 に は ダ ニ の 忌 避剤 〔

一一
般

に 消 毒剤 と して 使用 され て い る第 4級 ア γ モ ＝ウ ム 塩

（局法）〕を付着加工 し ダ ニ の 増殖 を防止 して い る．

　 3．防塵加工

　側地 は IC工 場 用 の もの で 塵が で な い よ うに 静電気

加 工 さ れ 同時に 塵 の 付着 も防 止す る．中綿の 繊維 は 長

い ポ リーn ス テ ル を 100％使用 し繊維 の 断裂 に よ る発塵

も 防止 し て い る ，

　（3） コ ソ ト 卩 一ル の 布団

　 コ ン ト ロ
ー

ル 布団 は・
般 に 使用 され て い る布団 で ，

側地 は 綿 ， 中綿 の 材質 は か け布 団 は ポ リ エ ス テ ル

100％ ， し ぎ布団 は綿70％，ポ リ J ・ス テ ル 30％ の ご く普

通 の 製品で あ る ．

Table 　 l　Characteristics　of　subjects

Case No ， Average 　ageMaleFemale
…

ChlldrenSpecial
　futDn197 ．8〔士 3，4） 14 5

Ordinarv　futon　　　　　　曽 196 ，9（ナ 3．ユ） 9 10

ParentsSpecial
　futon 433 ．8（十 7．o） 2 2

Ordinary　futon ξ 36．3〔± 7，8） 2 2

　 〔4）　検査 E討［巾i

　 乙 の 防 ダ ニ 布団 と コ ン ト ロ ール の 布団を兄弟，姉妹 ，

両親 に 1司じ 部屋 で 同時 に 使用 し て もらい ，こ の 期 間中，

天 日乾燥 ，カ バ ー
の 使用，保管場所 な ど も 同 じ条件 に

な る よ うに 指導 し た．25家庭 の 中， 1例 は 布団配布以

後検査 に 協力が得 られず，他 2 家庭 ぱ 布 団 カ バ ー
や 布

団天 口乾燥 の 扱 い に 防 ダ ニ 布団 と コ ン ト ロ
ー

ル 布団 に

差が生 じ て 除外 した ．残 り22家庭 〔23組 の ペ ア ） の 布

団 に つ い て 検討 した ．

　 ダ ニ の 採集と検査 は 使用直前 （昭和62年 7月）と使

用後 3 ヵ 月， 6 ヵ 月，12ヵ 月 ，27ヵ 月〔平成 1 年 10月）

に 実施 した ．27ヵ 月後 の 布団 に つ い て は ，ダ ニ 数と 中

綿 の ダ ニ 抗原 に つ い て も検査 し，同 時 に 布団 の 発塵 テ

ス ト も行 い ダ ニ 抗原 の 発生に つ い て も検討 し た．

　 （5）　検査 ソ∫法

　   布団 か ら の ダ ニ の 検出

　 ダ ニ の 採集検査法 は 布団 1 枚 に つ き，竃気掃除機（東

芝 VC −C31吸 人 イ⊥：事 率 170W ） で 1 列 を 15秒 で 合計 6

列，約90秒間吸引 し，紙 パ
ッ ク フ ィ ル タ ー

に 取 れ た ほ

こ りを全部集 め て ダ J一を算定 した．ダ ニ の 採集 と算定

法 は
， 以前報告し た方法 を用 い た 9｝．

　  中綿か らの ア レ ル ゲ ン の 抽出 と測定

　各布団 の 正 中線に そ っ て 四 箇所 か ら表面 の 綿 を取 り

出 し，そ の 50倍量 の 0．  1％BSA ，　PBS で振 と う させ な

が ら室温 2 時間 で 抽 出 し た ．そ の 抽 出 液 を 低速遠心 し

た 、E清を試料 と した ．

　ダ ニ 主要 ア レ ル ゲ ソ （De71 ，　De7 ∬ ）の 測 定 は 以前

報告 し た ラ ジ オ イ ム ノ ア ッ セ イ 法を用 い た
17）．

　  空中 ア レ ル ゲ ソ と粉塵 の 捕捉

　1） 国 立 公 衆衛生院内 に あ る 室 内空気汚 染機構実験

室 A （縦2．5m，横 2．7m，高 さ2．5m ，体積16．9m3）内

に お い て 無換気 の 状態 で 各 布 団 を 1秒 に 1 回 の 割 で 5

分間布 団た た ぎで た た き発塵させ た ．発塵 中，お よ び．

発塵後15分間 の 合計20分間，空気中の ア レ ル ゲ ン を エ

ァ
ー

サ ン プ ラ ー （KI −636，ダ イ レ
ッ ク 社 ♪ 内 の 直径 37

mm の グ ラ ス フ ァ イ バ ー
フ ィ ル タ

ー
（AP40 ，ミ リ ポ ァ

社） に 捕捉 し た ．

　2）空中粉塵数 の 測定

　空中に 浮遊 し て い る 粉 塵 数 は パ ー
テ ィ ク ル カ ウ ン

タ
ー

（KC −OIA， リオ ン 社）を もちい て 3 秒 ご と に 0，3，
O．5，1，2，5μ mm の 粒子別 に 測 定 した．布団た た ぎを

ふ くむ 20分聞 の 平均粉 塵数を測定値と し た．
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結 　果

　〔1）布団 の ダ ニ 数の 測定結果

　約 2 年間 の 追跡調査 〔46組 の 布団） で 3 ヵ 月後 38組

の 布団， 6 ヵ 月後34組．，12ヵ 月後42組，27ヵ月後ユ1組

の 計 4 回，延 べ ユ24組 の 防 ダ ニ布「∫1と コ ン ト ロ
ー

ル 布団

の ダ ニ 数を調べ た 結果で ある．防ダ ・二布団が6．4匹（士

88）に 対 し て コ ソ ト P 一
ル 布団 は 70匹 （± 99）で あ り，

防 ダ ＝一布 団 は コ ン ト ロ ール の 約 1／10で あ っ た （ρ＜

O．OO1）　（Fig．1）．

　つ ぎに ，防 ダ ニ 布団群 と コ ン ト ロ ール 群 の 2年間 の

ダ 三数 の 変動 を グ ラ フ に 示 した （Fig．2）．使用後 3 カ

月後 ， 6 ヵ 月後 （冬），12ヵ 月後 （夏）， 2年後 〔秋 ）

の い ずれ も防 ダ ニ布団群 の ダニ数 は コン ト 卩
一ル 群 の

約 1／10か そ れ 以 下 で あ り，有 意 に 少 な か っ た （ρく

0、01）．

　つ ぎに，コ ン ト ロ
ー

ル 布 団 の ダ ニ 数 が 100匹以．ヒに 増

殖 し た 場合 に ，同時 に 同室 で 使用 し て い た ベ ア の 防 ダ

ニ 布団を比較検討 し た．約 8 割 は 共働 きの 例 で あ り，

布 団 の 干す頻 度が週 ユ回 以 Fが 9 割 以 上 を 占 め て い

た ． コ ソ ト P 一
ル の ダ ニ数 は 平均 242匹 （SD ± 玉43）で

No ．　 of 　 mltes

100

50

　 　 　 　 O
　　　　 　　　 Special　　　　　　 Ordinary

　　　　 　　　 （n＝124）　　　　　　　（ni ヨ24 ＞

　 Fig，ユ，　 Average 　No ．　 of 　mites 　in　 special 　mite −

prevelltive　futon　and 　ordinary 　futon　for　2　years．

　Mearl　and ± SD 　range （vacuumed 　sample ）．

No．　 of

　 200

150

lOO

50

mi しes

0

●
一一一一・一●

○一
　　Ordinary

O 　　SpeciaI

47　1

　　 Pre 　　　　　　　3　months 　　　　　6 　months 　　　　　l　year 　　　　　2　years

　　 Jul．1988　　　　0ct．　　　　　　　　Jan ．198g 　　　　　　Jul．　　　　　　　Oct　l990

　　 （n ＝1D）　　　　　　（n ＝38）　　　　　　　　（n不34 ）　　　　　　　　（n ＝42）　　　　　　（n；1ヨ＞

　Fig，2．　 Follow 　up 　study 　of 　average 　mites 　nurnber 　of 　special 　and 　ordinary 　futon
for　two 　years ．（vaccumed 　samples ）

　
＊＊
〆 0．Ol （t　test），

榊
〆 O，001 〔t　test），勘 く 0．01 （Willcoxon 　test）．
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No ，o’f　mites

900

8eo

700

600

500

400

300

200

100

　 　 　 　 　 　 　 　 　 SpeClal 　　　　　　　　 Ordinary

No ，　of 　cases 　　　　　　（n ＝26）　　　　　　　（n ＝： 26）

岡ean （SD　range ）　　i2．7（コ： i4．／）　　　　242 （± 143）

　 Fig．3．　 Comparison 　 of 　 No ，　 of 　 mites 　 between

　ordinary 　 and 　special 　futon　in　bad 　environrnent 、

　 （Cases： No ．　 of 　mites 　 of 　ordinary 　futon　 are 　over

　1〔〕O）

Table 　2　Mite　allergens 　in　cottoll　of 　quilt
．凵一 醒h． 一 ． 一

Allerge1Un　cott （川 （P9 〆g　cotton ）
．

CaseAllergenOrdinarv
　　　　　　　巨
　 futon

　　　　　1−
Specialfuton

　　　　　　　一r馳一
〇rdinary ，！
Specia11〕

A ∫）σ ∬
2159110 1080 55

正）θ
一
∬ 63300 1350 47

Bz ）‘〃 ∬ 47300 738D 6，4
D 〔子ア

・
∬ 　　116300 8430 L9

Co ，7 ／ i613  く 250 ＞ 25

ρεγ ∬ 1190 く 25〔1 ＞ 4．8

D1 ）β71 78200 ユ8 o 43

Z）E・γ ∬ 28100 925 30

EP ピ γ ∬ 243000 17600 14

o βア ∬ 75000 7250 10
一一

　1）Ratio　of　al】ergen 且eve 屋in　Qrdinary 　fut  n　to　that　in

special 　futc｝n．

　2）　ヱ）er 　p　∬ and ！）er ノ
「

∬ added 　as 　Der 　／，

Table　 3　Airborne　mite 　allergens 　obtained

　　　　 　by　beating　the　futon
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
Airborne　allergens 〔P9 ／m

ヨ
）

CaseAllergenOrdinary

　 futon
Special
蚕ut 〔〕nOrdinary

／
Specialll

A

B

　　　　　　　 D 〃 ∫
21

　　　　　　　 P 召ア ∬

　　　　　　　　P 召7 ∫

− ILp・・ ∬

176000100

 009640037300

＜ 667
く 6674350

　　 ｛

　　　　　　　　　　＞ 264

　　　　　　　　　　＞ 150

・・L ⊥」：
．

　DRatio 　of 　allergen 　level　irユ ordinary 　futon 　to　that 　in

special 　futOn，

　2）　∠）ex 汐　l　 and 　Der ノ　！　added 　 as 　Der　／．

あ り，最高 は 890匹 で あ っ た ．
一・

方，防 ダ ニ 布 団 の 平均

ダ ニ 数は 12．7匹 （SD± 14．7）で あ り，最高で も66匹 で

あ っ た ．防 ダ ニ 布団 の 平均 ダ ニ 数 は ， コ ン ト ロ
ー

ル 布

団の約1／20で あ り， 有意 に 防 ダ ニ剤 調 に は ダ ニが 少 な

か っ た （p ＜ 〔〕．〔｝01）（Fig．3）．

　〔2）布団綿 の ダ ニ 抗原量 〔Per　J と Der ∬ ）の 測定

結果

　同室 で 約 2年間使用 し た 防 ダ ニ 布 団 と コ ソ ト 卩
一

ル

布団 の 中綿 に つ い て Der ∬と1）er ∬ の ダ＝抗原 を検討

した ．防 ダ ニ 布団 と通常 の コ ン ト ロ
ー

ル 布団 の ダ ニ 抗

原 の 比 は 1 ： 1．9− 55で あ り，平均 で は 1 ：23．7で あ っ

た （Table　 2）．1）er　1 と1）θγ ∬ の 比 は 約 ユ〜6 ： 1 で ，

1）er ∫ が 多 か っ た．

　 〔3）布団 か らの 浮遊 ダ ニ抗原量 の 測定結果

　同様 に 約 2年 間 使 用 し た ペ ア の 検体 に つ い て ，布団

たた きを し て 浮遊 ダ ニ 抗原量 を 比較検討 した ．1）erL

Der ∬ と も，浮遊 ダ ニ 抗原 量は 防 ダ ニ 布団 と コ ン ト

Pt …ル 布団 の 比 は 1 ：22〜26dく で あ・
っ た （Table　3）．

　（4）空中粉塵数 の 測定結果

　布団 た た きを した と ぎの ，空中粉塵数に つ い て 比 較

検討 し た， 2年間使用 し た ペ ア の 検体 で あ る が，各粒

子 別 の 検討で は
， 防 ダ ニ 布団と ゴ ン ト ロ

ー
ル 布団 の 比

は 1 ：16− 85で あ り，平 均 で は 約 1 ：49で あ っ た

（Table　4）．

考　案

　 ダ ニ は 喘息 の 発症 に 重要 な 役割 を 果 た し
1｝3 ）

， ま た ，

鼻 ア V ル ギ ーや ア ト ピ ー性皮膚炎 な どに も深 く関与 し

て い る と 考 え ら れ て い る
3 ）4），と くに ，小児 の 喘息 の 発

症 に は 約 8割近 くに ダ ニ ア レ ル ギ
ーが 関 与して い る と
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Table 　4　Airborne　particles　ebtained

　 　 　 by　beating　the　futon

大谷武司 他

Airborne　partlcles（number ／rn3 ）

CaseSize
（μ m ）

Ordinary
　 futon

SpecialfutonOrdi 匸lary 、〆
＄pecial

凵

A

B

0．30
．51
．02
．05
． 

0．30

．51
．02
』

5、0

Llx10 寧

ユ．2× 1081

．1x10齒

6．3x1071
．4 × 1061

．7x1081
．6x1  

812x1

 
77

．6x1071
．3× 107

4．6x1062
．Ox1061
．3× 1D67

．8× 1〔158

、6× 1045

．6x1D63
．0× 1062

．1 × 10δ

L4 × 10δ

3．5XlO5

2460858

工

163053575437

　1）RatiQ　of 　par しicle　count 　in　ordinary 　futon　to　that 　in

special 　futon．

い わ れ て い る
1）2）8）16）19〕．ま た ，実験的に は ダ ニ 抗原 の 吸

入 で 急性の 喘息発作が起 ぎる こ とは，宮本 ら
2｝

の 吸入

誘発試験の 報告 が あ る．実際 の 生 活 で は，ダ ニ 抗原 の

測定法 の 進歩 か ら ， 発作を お こ す ダ ニ抗原量 は ，家塵

中 ；c 　Der 　 I 量 と し て 10μg／g 以上 の 場合 で あ る と推定

さ れ て い る
L6118 ）．

　 H 本 の 家庭内環境で ，ダ ニ がぎわ め て 多 く繁殖 し，

と くに 問題 とな る もの は ，じ ゅ うた ん，布 の ソ フ ァ
ー，

ぬ い ぐ る み，毛布など毛足 の あ る もの で ， こ れ らの ダ

ニ の 駆 除 は 難 し く， 喘息 な ど の ダ ニ ア レ ル ギ
ー

患者 に

と っ て は撤去が原則 と な る
∋｝14）．

　 つ ぎに ダ ニ が 多く問題 と な る の は 布団な どの 寝具 で

ある
9 ｝− ID14 ）．布団 は 日本人 の 生活 で は 切 り難す こ と は

容易 で な い ． し か し，布団 に は ダ ニ が多 く，じゅ うた

ん な どに 劣 ら ず ダ ニ が 多 く繁殖 し て い る 9｝IV）．そ の う

え，患者と の 接触時間も長 く，と くに，小児 の 場合 は

1 日12時間以 E に も及 ぶ こ と も あ り，布団 の hで 遊ん

だ りす る の で ， ダ ＝ 抗原 に 暴 露 され る 危険性 は 非常 に

高 く，乳幼児期 に ダ ニ の 感作が され る と報告 され て い

る
8）19 〕．

　 こ れ らの こ と か ら，ダ ニ 感 作 の 防止 と喘息発作 の 防

止 に は
， 布団な ど の 寝具 の ダ ＝ の 管理 は と くに 大切 と

い え る．事実，ダ ニ の 除去 や そ の 抗原除去 に 成功 し た

報告 で は
， 発作 の 減少 や 肺機 能 の 改善が 報告さ れ て お

り，ま た ， 気道過敏性 に も改善 が み られた との 報告 も

あ る
5》一η 2 °）−22 〕．

　 し か し，実際 に は 布団 の ダ ニ の 駆 除 は 容易で は な く，

殺虫 剤に よ る ダ ニの 駆除 は 人体 に 有害な薬物が 多く，
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直接肌 に 長時間接触す る の で 安全性 に 問題があ る．天

目乾燥 に よ る ダニの 駆除 は 週 5 日以上干 して も ダ ニは

約 1／4位に し か減少 せ ず
14 ），機械式布団丸洗 い も業者 に

よ りそ の 効果 が 十分 で な く
13，，丸洗 い 後 の 管理 が 悪 い

と 1 〜2 ヵ 月で ダ ＝ が 再 び増殖 して し ま う
141。プ ラ ス

チ ッ ク カ バ ー
で 布団 を 包 む 方 法 は，外国 で は 推奨 され

て い る が
T5 ，16 ），汗を ま っ た く吸収 せ ず，湿 気 の 多 い 日

本 の 気候 に は 適 し て い な い ．防 ダ ニ カ バ ー
の 方法 も ダ

ニ の 減少は約112程度で あ り十分で な い
23｝。電気掃除機

で 布団を毎週 2 回以 上 吸引す る 方法 は ダ ニ の 減少 に は

効 果が あ る が
23 ♪

，
ダ ニ ア レ ル ゲ ン の 除去が 十分で な

く
IU ，，そ の 労力 も大変で あ り継続す る の も容易 で な い ．

　そ こ で ， 手入 れ が簡単で ，
ダ ニ の 繁殖 や ダ ニ 抗原 の

増加 を防 止 し，そ の うえ，そ の 効果 も持続す る と い う

寝具 が 要 求 さ れ る．さ らに
，

ダ ＝ の 感作 や 喘息発 f乍の

臨床的な改善に は，ダ ニ や ダ ・二抗原量が1彑0以 ドに な

る こ とが 理想的 で あ る
16 ）．そ こ で ，わ れ わ れ は こ れ ら の

条件 を満足す る布団が な い か 追求し ， 最近開発さ れ た

特殊防 ダ ニ 布団 に 着 目 し，検討 し た ．

　防 ダ ニ 布団 と コ ソ ト Pt 一ル の 普通 の 布団 の ダ ニ の 比

較 に は，そ の 管理 や使用条件が ほ ぼ同 し に な る よ うに

し た．そ の 結果 ， 防 ダ ニ 布団 は コ ン ト ロ
ー

ル に くらべ ，

ダ ＝数は 2 年間各季節を 通 し て 常に約1！10位 と少な

か っ た．し か も，コ ソ ト ロ
ー

ル の ダ ニ 数が100匹以 上 と

な っ た よ うな場 合で も， 同時に 使用 して い た 防ダ ニ 布

団 に は ダ ニ の 増殖は ほ と ん どみ ら れ な か っ た ． こ の こ

とか ら ， 防 ダ ニ 布団 は か な りの 悪 い 条 件下 で も年間 を

通 じ て ダ ニ が あ ま り繁殖 し な い こ と が明 らか と な っ

た ．

　防 ダ ＝布団 に ダ ニ が繁殖 し な か っ た の は，まず，防

ダ ＝ 布団 は 側地 が とて も細 か く織 られ て お リダ ニ の 進

入 を防 ぐ こ と に あ る の で あろ う． メ
ー

カ
ー
側 の デ

ー

タ
ー

に よ る と，ダ ニ の 通過試験 （4 日 間 ） で は ，通過

した ダ ニ 数は，特殊防 ダ s 布団 の 側地 は 0 匹 ， 高級布

団 の サ テ ン の 側地が 48匹，普通 の 布団 の ブ 卩
…ド側地

で 70匹 で あ っ た．同様 に
，

ダ ＝ の 進 入 だ けを防 IL し た

防 ダ ニ 布団 カ パ ーに よ る報告で もダ ニ 数が 1／2に 減少

し た との 報告 もあ る
22 ）．こ の こ と は，ダ ニ が布団 で 繁殖

す る に ぽ，人 間 の 汗 か ら水分を 吸収 し ， 垢 ，
フ ケ な ど

を 餌 と し
， 布 団 の 中綿 に

．
再 び も く

’
り込 み 卵 を 生 み つ け

て 繁殖す る も の と考え られ る．ま た ，防ダ ニ 布団 は 中

綿に も防 ダ ；一処 理 を 施 こ して あ る こ と な どが さ らに ダ

； の 繁殖防 止 に 効果 が あ っ た もの と 思 わ れ る．

　 っ ぎに ， 布団 の 上 げ下 げや あ ば れ た 場合 な どに 埃 が

N 工工
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416 寝具 の ダ ＝＝ と ダ ニ ア レ ル ゲ ン の 管理

で て ，ダ ニ 抗原が多量に 発生 し ， 現実に は こ の 浮遊 し

た ダ ニ 抗原 が 吸入 され，ダ ニ の 感作 や 喘息発作 の 原 因

と な る の で も っ と も重要 な 問題 と な る
S ）17 ）．事実 ， 布団

の 上げ下げ の 場合 に は ，布団 か ら浮遊す る ダ ニ 抗原は

約 1000倍に も増加 し
，

ダ ニ の 感作や喘息発作 の 原因 で

あ る と考 え られ て い る
葛 m 〕．さ ら に ， 寝呉 か ら は 睡眠中

に も多 くの ダ ニ 抗原 が 浮遊す る こ と も問題 で あ る
LZ ）．

　そ こ で ，布団 の 中綿の ア レ ル ゲ ソ
， Der ∬ と 1）er ∬

の 検討 を し た．1）eTJ は お もに ダ ニ の 糞 に よ る 抗原 と

い わ れ，1）er ∬ は 虫体 の もの と い わ れ る が，防 ダ ニ 布

団 は コ ン ト P 一
ル 布団 に くらべ 平均 で 約 1／24で あ り，

ダ ニ の ア レ ル ゲ ン 量 も非常に少な い こ と がわ か っ た．

　さらに ，われわれ は 使用 し た 布団 に つ い て ，実際 に

布団 を た た い て 発塵 さ せ ，出 て く る ダ ニ 抗 原 を 測定 し

た ，そ の 結果，布団 か ら出た 空中 の ダ ニ 抗原量 は ，防

ダ ニ 布団 は コ ソ ト ロ
ー

ル に 比 較 し 1／22〜1／265 と ぎわ

め て 少 な か っ た ．また ，実際 に 浮遊する粉塵数 に つ い

て も防 ダ ニ 布 団は 普通 の コ ン ト Pt 一ル 布団 に 比 べ 非常

に 少 なか っ た． こ れ は，こ の 防ダ ニ 布団の 側地の 特徴

と し て 編み 目が 細 か く静電気 加工 され ホ コ リ が 出 に く

い た め ，粉 塵 と し て 空 気中 に ア レ ル ゲ ン が 飛 び 出 し に

くくな っ て い る た め と考え ら れ る．

　以 上 ，約 2年 間 の 調査 で ，防 ダ ニ 布団 は ダ ニ の 繁殖

が 防 止 さ れ，しか も，中綿 の ダ ニ 抗原も布団か ら浮遊

す る ダ ニ 抗原量 も普通 の 布 団 に 比 べ きわ め て 少 ない と

い う結果 で あ っ た ，

　 こ れ らの こ と か ら，防 ダ ニ 布団 は，ダ ニ に よ る感作

や 喘息 発 作 の 防止 だ け で な く，ダ ニ が 強 く関与 し て い

る ア ト ピー
性皮膚炎や 鼻ア レ ル ギi 一な どの 場合に もそ

の 予 防 や 治療 に 有用 な 布 団 で あ る と考 え ら れ る．
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　　　We 　studied 　the　effect　of　a 　recently −developed　special 　mite −preventive　futon（bedding）on　mite 　population　and

mite 　allergen 　contents （1）e〃 and 　Der　ll）in　asthmatic 　children 　and 　their　families（23　sets ）for　2　years．

　　　1．The 　number 　of　mites （vacuumed 　samp 蓋es ＞in　the　124　sets　of　futon　for　2　years　was 　6．4 （SD ± 8．8）in　average
in　the　mite −preventive　futon　which 　was 　signif玉cantly 　smaller 　than　the　number （about 　1／10）in　the　oontrol 　futon；
70．0（SD ± 99＞（〆 0，001），

　　　2．Follow・up 　studies 　were 　made 　on 　the　mite 　population　about 　2　years （3，6，
912 　and 　27　months 　afterwards ）．

The　numbers 　of　mi 赱es 　in　all　the 　mi 亡e・preventive　futon　was 　always 　1／100r　less　than　that　of 　in　the　control 　futon

ψ〈0．01）．

　　　3．The　mite 　allergens （Der　1　and 　Der　ll）were 　measured 　in　the　cotton 　stuffing 　of　the　futon　used 　for’2　years．
The 　mite 　allergen 　counts 　in　the　mite ・preventive　futon　averaged 　about 　1／24　of　those　in　the　control 　futon．

　　　4．Airborn　mite 　al且ergens （Der　I　and 　Dg7 刀）obtained 　by　beating　the　futon　were 　measured ．　The 　ratio 　of 　the

mite 　allergen 　count 　in　the　mite −preventive　futon　to　the　control 　futon　was 　found　to　be　l：22〜264．

　　　These　results 　indicate　that　the　special 　mite −preventive　futon　a且ways 三nhibit 　mite 　infestation　at 　Ieast　1／100f
that　in　the　ordinary （control ＞futon　and 　that　the　count 　of　mite 　allergens 　in　the　cotton 　stuffing 　and 　in　the　airborne

particles　was 　even 　lower　in　the　mite −preventive　futon．
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